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概要 

従来の教育用パソコンでは管理上の理由から OneDrive アプリがインストールされてい

ないなどMicrosoft 365の各種サービスが利用しづらい状況であった．そこでセンターシス

テム更改にあわせ，教室用パソコンではMicrosoft Entra Hybrid Join，貸出用のパソコンでは

Microsoft Entra Joinを導入した．これによって教育用パソコンからM365の各種サービスが

利用しやすくなり，授業においても OneDriveを使った作業を指示できるようになった． 

 

1  はじめに 

鹿屋体育大学では教育研究およびその他の業

務での利用のため，2017年 10月にMicrosoft総合

契約を導入した[1]．その後 2018年 1月には全学メ

ールシステムをオンプレミスの Exchange Serverか

ら Exchange Onlineに移行し，これを契機に学内構

成員における「Microsoft職場または学校アカウン

ト（以後，Microsoft アカウントと表記）」への認

知が高まった．これ以降，Microsoft 365（以後，

M365と表記）の各種サービスも徐々に認知され，

特に 2020年のコロナ禍以降，オンデマンド授業で

のビデオ配信等に Streamが，研究室やリモート会

議等での資料共有に OneDrive が，各種調査には

Forms が使われるようになるなど利用が広まって

いる．また，最近では事務系を中心に Teamsの利

用も始まっているなど，現在では M365 の各種サ

ービスが大学の情報基盤として欠かせないものと

なりつつある． 

ただし，パソコン教室に設置された教育用パソ

コンにおいては，このような状況の変化に対応す

ることなく現在に至っていた．例えば，教育用パ

ソコンでは，電子メールや OneDriveは webブラウ

ザを通じて利用する必要があるなどの制約があり，

M365 のサービスが利用しづらい状態にあったと

言える． 

そこで，2024年 3月にセンターシステムが更改

されるタイミングで教育用パソコンにおける

M365連携の強化を試みることとした．なお，教育

用パソコンの更改に際しては，Azure Virtual 

Desktop 等の仮想化技術への切り替えも候補に挙

がったものの，最終的にはこれまでと同様の FAT

端末が導入されている． 

2  システム更改前の状況 

2.1 アカウント連携について 

全学メールシステム移行時の検討の結果，M365 

テナントのアカウントは，学内のディレクトリサ

ービスと自動的に連携させ運用することとなった．

具体的には，Microsoft Azure AD Connect（現在の 

Microsoft Entra Connect）を導入し，学内認証基盤

として使用しているオンプレミス Active Directory 

(AD) とのアカウント連携を実施することとした．

これにより AD に登録されたユーザー情報が自動

的に M365 へ同期され，また学内アカウント用の

パスワードで M365 のサービスを利用できるよう

になっている．なお，2019年 7月には不正アクセ

ス事案を契機に，全ての M365 アカウントの認証

に多要素認証を必須とした． 

2.2 演習室パソコン 

これまで演習室（パソコン教室）のパソコンは，

AD ドメインに参加させ，移動ユーザープロファ

イルとフォルダリダイレクトを用いた利用環境と

していた（図 1a）．なお，個人用のデータ保存領

域としては，ファイルサーバー上にユーザーあた

り 5GBを割り当てている． 



 

図１ 構成の比較 （文献[4]の図を一部改変） 

 

Office ア プ リ に つ い て は ， Word, Excel, 

PowerPoint 等についてはデスクトップアプリをイ

ンストールしていたが， Outlook, OneDrive, 

OneNote 等のアプリは削除していた．そのため，

これらの M365 サービスを演習室パソコンから利

用するには，ブラウザを使って M365 にサインイ

ンした後に，ブラウザ上で使用する必要があった．

そのため，従前の演習室パソコンから OneDrive上

に保存するWordファイルをWordデスクトップア

プリで編集する，といった場合には以下の手順が

必要であった． 

 

1. ブラウザを用いてM365にサインインする 

(ア) メールアドレスを入力する 

(イ) パスワードを入力する 

(ウ) Authenticatorでの承認作業を行う 

2. OneDriveページにアクセスし，目的のWord

ファイルをダウンロードする 

3. ダウンロードしたファイルを Word で編集

する 

4. 編集したファイルをブラウザからOneDrive

にアップロードする 

 

演習室パソコンでの OneDrive 利用には手間が

かかることから，授業では専ら学内ファイルサー

バーにある個人用のデータ領域を使用するように

指示していた．しかし，ファイルサーバーには自

宅からアクセスできないため，授業と自宅学習と

の連続性が保てないという問題があった． 

パソコン更改前には，上記の手順を簡略化する

ことを目的に「シームレス SSO」を導入した．こ

れは Microsoft Entra Connect の設定変更により実

現できるものであるが，この機能では上記手順 1

の一部が省略されるだけで利便性が大きく向上す

ることはなかった． 

2.3 貸出用パソコン 

スポーツ情報センターでは，一時利用のための

貸出用のパソコンも複数台管理している．貸出用

パソコンは，学外など AD へのアクセスが困難な

場所からの利用も想定されることからドメインに

は参加させていない．利用者が保存したデータ等

が次の利用者に残らないようにするため，基本的

には，利用者ごとにローカルアカウントを作成し，

返却時にアカウントを削除している．貸与に際し

てアカウントの追加削除に作業が必要となる点が

課題であった． 

3 M365 連携の強化 

3.1 Microsoft Entra Hybrid Join の導入 

演習室パソコン更改にあたり従前の問題を解

決すべく先行する事例の調査を行った．島田ら[2]

はネットブート環境における FSLogix と Hybrid 

Azure AD JoinによるM365クラウドサービスへの

SSO 事例を報告しており，我々の環境とは異なる

ものの，これを参考に M365 連携の強化を行うこ

ととした． 

前述の Hybrid Azure AD Join は現在 Microsoft 

Entra Hybrid Joinと呼ばれており，オンプレの AD

ドメインに参加しているパソコンを，さらに

Microsoft Entra テナントに登録する形態である

[3,4]．演習室パソコンを Entra Hybrid Joinとするに

は，アカウント連携のために使用していた

Microsoft Entra Connectにおいて，演習室パソコン



用 OU をハイブリッド参加へと構成変更するのみ

であった．この手順で Entra Hybrid Joinされたパソ

コンは，これまでと同様に AD ドメインの資格情

報でサインインして使用する．移動ユーザープロ

ファイル，フォルダリダイレクトなど AD で設定

したグループポリシーも有効である．このため，

利用者は従前と全く同一の方法でパソコンを利用

できる（図 1b）． 

Entra Hybrid Join環境では，Officeデスクトップ

アプリや OneDrive デスクトップアプリが自動的

に M365 アカウントに接続されるただし，初めて

使用するパソコンあるいはログイン後 90 日を経

過した場合には，MFAによる認証が必要となる． 

本構成を導入後，一部ユーザーでサインイン後

に OneDrive アプリが起動せず，メニューからも

OneDriveアプリを起動できないという症状が発生

した．この症状に対しては，エクスプローラーに

odopen://launch と入力し，強制的に OneDriveセッ

トアップを実施することで問題を回避できた．こ

れにより一旦セットアップが完了すれば，次回サ

インイン時からは問題なく OneDrive が利用でき

るようになるようであった． 

3.2 Microsoft Entra Join の導入 

貸出用パソコンは，AD ドメインに参加させる

ことができないことから，演習室パソコンとは異

なり，Microsoft Entra Joinし，貸し出す運用とした

（図 1c）． Microsoft Entra Joinで管理者によるパ

ソコン上での設定作業が導入時のみ必要である．

Microsoft Entra Joinの場合，パソコンの利用時には

Microsoftアカウントを使ってWindowsにサインイ

ンすることになる．そのため，ユーザーが初めて

サインインする際にはネットワーク接続性が要求

される．ユーザー認証は Entra上で行われ，認証に

成功すると個人用の環境がパソコン上に自動的に

生成されるため，事前に貸出用のアカウントをセ

ットアップする必要はない．貸出用パソコンで

OneDriveにアクセスする場合，演習室パソコンと

同様初回のみMFA認証が必要となるが，それ以降

はOSへのサインインのみで簡便にM365の各種サ

ービスが利用可能である． 

4 まとめ 

教育用パソコンの管理手法を変更することで，

それらのパソコンにおけるM365連携を強化した．

これによって教育用パソコンにおいて OneDrive

などの M365 サービスの利用が簡単になった．特

に，演習室パソコンにおいて連携が強化されたこ

とから，一斉授業での M365 サービス利用が可能

となった．個人が所有するパソコンと演習室パソ

コンとの間でのデータ連携が容易になったことで，

自宅での学習との連続性も確保されたと言える． 

これらの導入から現在まで，特段大きな問題は

確認されていない．ただし，現状では基本的な設

定を実施しているのみで，細かなデバイス管理を

行うには至っていない．例えば島田ら[2]はパソコ

ンのドキュメントフォルダを OneDrive に自動リ

ダイレクトすることで，ファイルサーバーへの保

存を抑制している．教育用パソコンの運用状況を

把握しつつ，今後は応用的な設定の導入を行って

いきたい． 
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